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(57)【要約】
【課題】栽培培地の温度を効果的に下げることが可能な 
高設栽培装置を提供する。
【解決手段】高設栽培装置１００は、透水性を有する透 
水シート４０により形成され、栽培培地９０を保持する 
栽培槽４５と、栽培槽４５の下方に位置し、水を貯留可 
能な凹部６１が形成された受け皿６０と、受け皿６０の 
側部６２から栽培槽４５の側部４６に向けて延在し、栽 
培槽４５と受け皿６０との間の培地下空間Ｂを区画する 
壁面部と、培地下空間Ｂに配置され、内部の空気を栽培 
槽４５の方向へ排出するための通気孔７４が形成される 
と共に一端が閉塞された筒形状の通気ダクト７０と、栽 
培槽４５と通気ダクト７０との間に配置される吸水性を 
備えたシート材９２と、通気ダクト７０の内部に送風す 
る送風手段２００とを備える。
【選択図】  図５

審査請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全11頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 透 水 性 を 有 す る 透 水 シ ー ト に よ り 形 成 さ れ 、 栽 培 培 地 を 保 持 す る 栽 培 槽 と 、
　 前 記 栽 培 槽 の 下 方 に 位 置 し 、 水 を 貯 留 可 能 な 凹 部 が 形 成 さ れ た 受 け 皿 と 、
　 前 記 受 け 皿 の 側 部 か ら 前 記 栽 培 槽 の 側 部 に 向 け て 延 在 し 、 前 記 栽 培 槽 と 前 記 受 け 皿 と の  
間 の 培 地 下 空 間 を 区 画 す る 壁 面 部 と 、
　 前 記 培 地 下 空 間 に 配 置 さ れ 、 内 部 の 空 気 を 前 記 栽 培 槽 の 方 向 へ 排 出 す る た め の 通 気 孔 が  
形 成 さ れ る と 共 に 一 端 が 閉 塞 さ れ た 筒 形 状 の 通 気 ダ ク ト と 、
　 前 記 栽 培 槽 と 前 記 通 気 ダ ク ト と の 間 に 配 置 さ れ る 吸 水 性 を 備 え た シ ー ト 材 と 、
　 前 記 通 気 ダ ク ト の 内 部 に 送 風 す る 送 風 手 段 と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 高 設 栽 培 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 栽 培 槽 と 前 記 シ ー ト 材 と の 間 に 位 置 し て 、 前 記 栽 培 槽 よ り 滴 下 し た 水 分 を 排 出 す る  
樋 部 材 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 高 設 栽 培 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 栽 培 槽 の 側 部 と 前 記 壁 面 部 の 上 部 と の 間 に 、 前 記 培 地 下 空 間 か ら 空 気 を 排 出 す る た  
め の 排 出 空 間 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 高 設 栽 培 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 壁 面 部 の 内 側 に 、 保 水 性 を 有 す る 保 水 シ ー ト が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請  
求 項 １ に 記 載 の 高 設 栽 培 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 保 水 シ ー ト の 下 端 部 は 、 前 記 凹 部 ま で 延 伸 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に  
記 載 の 高 設 栽 培 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 栽 培 槽 が 設 け ら れ た 高 設 栽 培 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 日 本 で 生 産 さ れ る イ チ ゴ は 、 冬 春 期 に 収 穫 ・ 出 荷 が 行 わ れ る 「 あ ま お う （ 登 録 商 標 ） 」  
の よ う な 一 季 成 り 性 品 種 （ 一 季 成 り イ チ ゴ ） が 多 い 。 と こ ろ が 、 イ チ ゴ は 、 生 食 用 だ け で  
な く 製 菓 用 等 に も 利 用 さ れ る た め 、 冬 春 期 以 外 の 時 期 に も 多 く の 需 要 が 存 在 す る 。 こ の た  
め 、 冬 春 期 以 外 で も 栽 培 が 可 能 な 四 季 成 り イ チ ゴ を 用 い て 、 夏 秋 期 に イ チ ゴ を 収 穫 ・ 出 荷  
す る 夏 秋 栽 培 が 行 わ れ た り 、 一 季 成 り イ チ ゴ の 栽 培 終 了 時 期 を 、 冬 春 期 か ら 夏 ま で 延 長 さ  
せ る 方 法 が 採 用 さ れ た り し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 で 、 冬 春 期 以 外 の 季 節 に イ チ ゴ の 栽 培 を 行 う と 、 栽 培 培 地 の 温 度 が 冬 春 期 よ り も 上  
昇 し て し ま う 。 イ チ ゴ は 一 般 的 に 涼 し い 環 境 で の 生 産 に 適 し た 果 物 で あ る た め 、 栽 培 培 地  
の 温 度 が 上 昇 す る と 、 一 季 成 り イ チ ゴ を 栽 培 す る 場 合 で あ っ て も 、 四 季 成 り イ チ ゴ を 栽 培  
す る 場 合 で あ っ て も 、 収 穫 量 の 低 下 、 品 質 低 下 等 を 招 く と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 今 日 で は 、 栽 培 培 地 の 温 度 を 下 げ る た め に 、 非 特 許 文 献 １ に 記 載 の 高 設 栽 培 装 置 が 提 案  
さ れ て い る 。 こ の 高 設 栽 培 装 置 は 、 暖 房 機 の 送 風 機 能 を 利 用 し て 、 等 間 隔 で 穴 を 空 け た ビ  
ニ ル ダ ク ト か ら 空 気 を 強 制 排 出 し 、 栽 培 槽 を 形 成 す る 不 織 布 に 風 を 当 て る 。 不 織 布 に 風 が  
当 た る と 、 不 織 布 か ら し み 出 た 水 が 気 化 さ れ る た め 、 不 織 布 の 表 面 温 度 を 下 げ る こ と が で  
き る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 非 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 山 崎 敬 亮 , 外 ２ 名 ， " 促 成 イ チ ゴ の 高 設 栽 培 に お け る 連 続 出 蕾 性 に 与 え る  
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定 植 後 の 培 地 昇 温 抑 制 と 施 肥 時 期 の 効 果 " ， 近 中 四 農 研 報 ， 農 研 機 構 ， 2 0 0 8 年 3 月 1 1 日 ,  
第 7 号 ， p . 3 9 - 4 6
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 非 特 許 文 献 １ に 記 載 の 高 設 栽 培 装 置 に お い て 、 強 制 排 出 さ れ た 風 で 不 織  
布 か ら し み 出 し た 水 を 気 化 さ せ て も 、 気 化 熱 に よ る 冷 却 効 果 は 、 不 織 布 の 表 面 部 分 だ け に  
留 ま っ て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 栽 培 培 地 の 温 度 を 効 果 的 に 下 げ る こ と  
が 可 能 な 高 設 栽 培 装 置 を 提 供 す る こ と を 課 題 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 高 設 栽 培 装 置 は 、 透 水 性 を 有 す る 透 水 シ ー ト  
に よ り 形 成 さ れ 、 栽 培 培 地 を 保 持 す る 栽 培 槽 と 、 前 記 栽 培 槽 の 下 方 に 位 置 し 、 水 を 貯 留 可  
能 な 凹 部 が 形 成 さ れ た 受 け 皿 と 、 前 記 受 け 皿 の 側 部 か ら 前 記 栽 培 槽 の 側 部 に 向 け て 延 在 し  
、 前 記 栽 培 槽 と 前 記 受 け 皿 と の 間 の 培 地 下 空 間 を 区 画 す る 壁 面 部 と 、 前 記 培 地 下 空 間 に 配  
置 さ れ 、 内 部 の 空 気 を 前 記 栽 培 槽 の 方 向 へ 排 出 す る た め の 通 気 孔 が 形 成 さ れ る と 共 に 一 端  
が 閉 塞 さ れ た 筒 形 状 の 通 気 ダ ク ト と 、 前 記 栽 培 槽 と 前 記 通 気 ダ ク ト と の 間 に 配 置 さ れ る 吸  
水 性 を 備 え た シ ー ト 材 と 、 前 記 通 気 ダ ク ト の 内 部 に 送 風 す る 送 風 手 段 と を 備 え る こ と を 特  
徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 述 し た 高 設 栽 培 装 置 は 、 前 記 栽 培 槽 と 前 記 シ ー ト 材 と の 間 に 位 置 し て 、 前 記 栽 培 槽 よ  
り 滴 下 し た 水 分 を 排 出 す る 樋 部 材 を 備 え る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 栽 培 槽 の 側 部 と 前 記 壁 面 部 の 上 部 と の 間 に 、 前 記 培 地 下 空 間 か ら 空 気 を 排 出  
す る た め の 排 出 空 間 が 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 前 記 壁 面 部 の 内 側 に 、 保 水 性 を 有 す る 保 水 シ ー ト が 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 保 水 シ ー ト の 下 端 部 は 、 前 記 凹 部 ま で 延 伸 さ れ て い て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 高 設 栽 培 装 置 に お け る 栽 培 培 地 の 温 度 を 、 効 果 的 に 低 下 さ せ る こ と が  
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 に 係 る 高 設 栽 培 装 置 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 高 設 栽 培 装 置 の I I － I I 断 面 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 通 気 ダ ク ト の 概 略 構 成 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 高 設 栽 培 装 置 に お け る 栽 培 槽 の 側 部 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 高 設 栽 培 装 置 に お け る 作 用 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 送 風 フ ァ ン を 稼 働 さ せ た 場 合 と 停 止 さ せ た 場 合 と に お け る 、 農 業 ハ ウ ス 内 外 の 温  
度 と 栽 培 培 地 の 地 温 と の 時 間 変 化 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 高 設 栽 培 装 置 に お け る 作 用 を 説 明 す る た め の 他 の 説 明 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 高 設 栽 培 装 置 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 高 設 栽 培 装 置 １ ０ ０ は 、 高 設 ベ ン チ １ ０ と 、 散 水 （ 灌 水 ）  
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用 の 給 水 パ イ プ ３ ０ と 、 透 水 性 を 有 し て 栽 培 培 地 ９ ０ を 保 持 す る 不 織 布 （ 透 水 シ ー ト ） ４  
０ と 、 不 織 布 ４ ０ を 保 持 す る 培 地 保 持 金 具 ５ ０ と 、 水 （ 後 述 の 余 剰 水 等 ） を 貯 留 可 能 な 凹  
部 ６ １ が 形 成 さ れ た 受 け 皿 ６ ０ と 、 受 け 皿 ６ ０ の 凹 部 ６ １ に 載 置 さ れ る 筒 形 状 の 通 気 ダ ク  
ト ７ ０ と 、 高 設 ベ ン チ １ ０ の 側 部 に 設 置 さ れ る 壁 面 部 ８ ０ と 、 不 織 布 ４ ０ と 通 気 ダ ク ト ７  
０ と の 間 に 配 置 さ れ る シ ー ト 材 ９ ２ と 、 通 気 ダ ク ト ７ ０ の 内 部 に 送 風 す る 送 風 フ ァ ン ２ ０  
０ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 高 設 ベ ン チ １ ０ は 、 複 数 の 棒 状 部 材 を 組 み 合 わ せ て 構 成 さ れ て い る 。 詳 し く は 、 左 右 一  
対 の 脚 部 （ 支 持 柱 ） １ １ （ １ １ ａ , １ １ ｂ , １ １ ｃ ， … ） , １ ２ （ １ ２ ａ , １ ２ ｂ , １ ２ ｃ , …  
） が 、 地 面 に 対 し て 等 間 隔 で 整 列 設 置 さ れ 、 整 列 方 向 に 対 し て 水 平 に 伸 び る 長 尺 の 縦 桟 １  
３ （ １ ３ ａ , １ ３ ｂ ） , １ ４ （ １ ４ ａ , １ ４ ｂ ） が 、 左 右 の 脚 部 １ １ , １ ２ の 上 部 と 下 部 と に  
そ れ ぞ れ 固 定 さ れ て い る 。 脚 部 １ １ , １ ２ の 上 部 に 固 定 さ れ る 縦 桟 を 第 一 縦 桟 １ ３ ａ , １ ３  
ｂ と 称 し 、 脚 部 １ １ , １ ２ の 下 部 に 固 定 さ れ る 縦 桟 を 第 二 縦 桟 １ ４ ａ , １ ４ ｂ と 称 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 脚 部 １ １ と 脚 部 １ ２ と の 間 隔 を 保 つ 短 尺 の 横 桟 １ ５ （ １ ５ ａ , １ ５ ｂ , １ ５ ｃ , …  
） , １ ６ （ １ ６ ａ , １ ６ ｂ , １ ６ ｃ ,  … ） が 、 脚 部 １ １ , １ ２ の 上 部 と 中 部 と に そ れ ぞ れ 固 定  
さ れ て い る 。 脚 部 １ １ , １ ２ の 上 部 に 固 定 さ れ る 横 桟 を 第 一 横 桟 １ ５ （ １ ５ ａ , １ ５ ｂ , １  
５ ｃ ,  … ） と 称 し 、 脚 部 １ １ , １ ２ の 中 部 に 固 定 さ れ る 横 桟 を 第 二 横 桟 １ ６ （ １ ６ ａ , １ ６  
ｂ , １ ６ ｃ ,  … ） と 称 す る 。 左 右 の 第 一 縦 桟 １ ３ ａ , １ ３ ｂ の 端 部 に は 、 端 部 横 桟 １ ７ が 取  
り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 左 右 の 第 一 縦 桟 １ ３ ａ , １ ３ ｂ の 上 面 側 に は 、 断 面 コ 字 状 の Ｌ  
Ｅ Ｄ 支 持 部 １ ８ （ １ ８ ａ , １ ８ ｂ , １ ８ ｃ , １ ８ ｄ ,  … ） が 複 数 設 け ら れ て お り 、 複 数 の Ｌ Ｅ  
Ｄ 支 持 部 １ ８ に 対 し て 、 Ｌ Ｅ Ｄ 電 灯 １ ９ が 吊 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 一 縦 桟 １ ３ ａ , １ ３ ｂ に は 、 Ｗ 字 状 に 屈 曲 形 成 さ れ た 培 地 保 持 金 具 ５ ０ が 架 設 さ れ る  
。 ま た 、 第 一 横 桟 １ ５ に は 、 培 地 保 持 金 具 ５ ０ の 中 央 部 を 下 側 か ら 支 持 す る 中 央 縦 桟 ２ ０  
が 、 基 台 部 ２ １ を 介 し て 架 設 さ れ て い る 。 栽 培 培 地 ９ ０ を 保 持 す る た め の 不 織 布 ４ ０ は 、  
矩 形 の 長 尺 シ ー ト で あ り 、 短 尺 部 分 を 培 地 保 持 金 具 ５ ０ の 屈 曲 形 状 （ Ｗ 字 形 状 ） に 沿 う よ  
う に 撓 ま せ て 、 培 地 保 持 金 具 ５ ０ に 載 置 さ れ る 。 な お 、 不 織 布 ４ ０ が 培 地 保 持 金 具 ５ ０ か  
ら ず れ た り 外 れ た り し な い よ う に 、 不 織 布 ４ ０ を 培 地 保 持 金 具 ５ ０ に 接 着 さ せ て も よ い 。  
培 地 保 持 金 具 ５ ０ 及 び こ れ に 載 置 さ れ た 不 織 布 ４ ０ に よ っ て 、 イ チ ゴ 栽 培 用 の 栽 培 槽 ４ ５  
が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 不 織 布 ４ ０ は 、 通 気 性 及 び 透 水 性 を 有 し て い る 。 給 水 パ イ プ ３ ０ よ り 散 水 さ れ た 水 が 栽  
培 培 地 ９ ０ の 下 部 ま で 到 達 し た 場 合 、 不 織 布 ４ ０ は 、 こ れ ら の 水 を 余 剰 水 と し て 、 シ ー ト  
材 ９ ２ や 受 け 皿 ６ ０ に 漏 水 （ 透 水 ） さ せ る 。 ま た 、 不 織 布 ４ ０ は 、 防 根 性 能 を 有 し 、 イ チ  
ゴ の 根 が 不 織 布 ４ ０ よ り 下 側 に 広 が る こ と を 抑 制 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 給 水 パ イ プ ３ ０ は 、 栽 培 槽 ４ ５ が 保 持 す る 栽 培 培 地 ９ ０ 上 に 載 置 さ れ て い る 。 給 水 パ イ  
プ ３ ０ は 、 冷 却 水 循 環 装 置 （ チ ラ ー ） 等 の 給 水 部 の 役 割 を 有 し 、 図 示 を 略 す ポ ン プ に よ っ  
て く み 上 げ ら れ た 余 剰 水 や 井 水 等 が 、 給 水 パ イ プ ３ ０ の 散 水 孔 を 介 し て 栽 培 培 地 ９ ０ に 散  
水 さ れ る 。 な お 、 給 水 パ イ プ ３ ０ は 、 栽 培 培 地 ９ ０ 上 に 載 置 さ れ ず に 栽 培 培 地 ９ ０ の 上 方  
（ 例 え ば 、 Ｌ Ｅ Ｄ 支 持 部 １ ８ ） に 設 置 さ れ 、 栽 培 培 地 ９ ０ の 上 方 か ら 灌 水 す る 構 造 で あ っ  
て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 受 け 皿 ６ ０ は 、 整 列 方 向 に 延 設 さ れ る 長 尺 の 樋 形 状 を 呈 し て い る 。 受 け 皿 ６ ０ の 整 列 方  
向 端 部 は 、 短 め の 左 右 脚 部 １ １ ｚ ， １ ２ ｚ に よ り 支 持 さ れ て お り 、 本 体 部 分 は 複 数 の 第 二  
横 桟 １ ６ （ １ ６ ａ , １ ６ ｂ , １ ６ ｃ ,  … ） に 架 け 渡 さ れ た 状 態 で 、 高 設 ベ ン チ １ ０ に 取 り 付  
け ら れ て い る 。 受 け 皿 ６ ０ は 、 栽 培 槽 ４ ５ （ 不 織 布 ４ ０ 及 び 培 地 保 持 金 具 ５ ０ ） お よ び シ  
ー ト 材 ９ ２ の 下 方 に 位 置 し 、 そ の 凹 部 ６ １ が シ ー ト 材 ９ ２ の 下 面 を 臨 む よ う に 設 置 さ れ る  
。 受 け 皿 ６ ０ は 、 、 不 織 布 ４ ０ よ り 漏 水 （ 透 水 ） し た 余 剰 水 を 受 け 止 め る 役 割 を 有 し て い  
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る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 シ ー ト 材 ９ ２ は 、 矩 形 の 長 尺 シ ー ト で あ り 、 吸 水 性 、 速 乾 性 お よ び 通 気 性 を 備 え た 不 織  
布 （ 例 え ば 、 ポ リ エ ス テ ル 等 に よ る ） に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 シ ー ト 材 ９ ２ は 、 第 一 横  
桟 １ ５ （ １ ５ ａ , １ ５ ｂ , １ ５ ｃ ,  … ） に 架 設 さ れ て お り 、 栽 培 槽 ４ ５ の 底 面 を 下 側 か ら 臨  
む よ う に し て 設 置 さ れ る 。 ま た 、 シ ー ト 材 ９ ２ の 短 尺 方 向 端 部 と 、 壁 面 部 ８ ０ と の 間 に は  
、 壁 面 部 ８ ０ に 沿 っ て 上 昇 す る 空 気 を 栽 培 槽 ４ ５ の 側 部 ４ ６ へ と 案 内 す る た め の 隙 間 Ｓ １  
が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 通 気 ダ ク ト ７ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 整 列 方 向 に 延 伸 す る ポ リ エ チ レ ン 製 の 長 尺 の 円  
筒 材 （ チ ュ ー ブ 材 ） で あ っ て 、 一 端 ７ ２ が 閉 塞 さ れ て い る 。 通 気 ダ ク ト ７ ０ の 上 面 に は 、  
送 風 フ ァ ン ２ ０ ０ に よ っ て 通 気 ダ ク ト ７ ０ の 内 部 に 送 り 込 ま れ た 空 気 を 、 シ ー ト 材 ９ ２ を  
介 し て 栽 培 槽 ４ ５ の 方 向 へ と 排 出 す る た め の 通 気 孔 ７ ４ が 、 複 数 設 け れ て い る 。 図 ３ に 示  
す 通 気 ダ ク ト ７ ０ で は 、 一 例 と し て 、 通 気 ダ ク ト の 上 面 に 対 し て 通 気 孔 ７ ４ が 幅 方 向 に ６  
箇 所 形 成 さ れ て お り 、 さ ら に こ の ６ 箇 所 の 通 気 孔 ７ ４ が 、 通 気 ダ ク ト の 延 設 （ 長 尺 ） 方 向  
に 向 け て 等 間 隔 に 形 成 さ れ て い る 。 通 気 ダ ク ト ７ ０ は 、 受 け 皿 ６ ０ の 凹 部 ６ １ に 配 置 さ れ  
て お り 、 受 け 皿 ６ ０ の 整 列 方 向 端 部 に は 、 送 風 フ ァ ン ２ ０ ０ が 設 置 さ れ て い る 。 通 気 ダ ク  
ト ７ ０ の 他 端 （ 開 口 が 形 成 さ れ る 端 部 ） ７ ６ に は 、 送 風 フ ァ ン ２ ０ ０ が 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 壁 面 部 ８ ０ は 、 高 設 ベ ン チ １ ０ の 側 部 に 設 置 さ れ て い る 。 壁 面 部 ８ ０ は 、 図 １ に 示 す よ  
う に 、 脚 部 １ １ , １ ２ の 間 隔 に 対 応 す る 幅 Ｌ と 、 脚 部 １ １ , １ ２ に お け る 第 二 横 桟 １ ６ の 固  
定 位 置 （ 受 け 皿 ６ ０ の 設 置 位 置 ） か ら 第 一 縦 桟 １ ３ ａ , １ ３ ｂ の 固 定 位 置 ま で の 高 さ に 対  
応 す る 高 さ Ｈ と を 有 す る パ ネ ル に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 第 一 縦 桟 １ ３ ａ , １ ３ ｂ に は 、  
一 定 間 隔 を 空 け て 複 数 の Ｓ 字 フ ッ ク ２ ２ が 吊 設 さ れ て お り 、 壁 面 部 ８ ０ の 上 部 に は 、 図 ４  
に 示 す よ う に 、 Ｓ 字 フ ッ ク ２ ２ の 先 端 を 挿 入 さ せ る た め の 係 止 孔 ８ ０ ａ が 設 け ら れ て い る  
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 Ｓ 字 フ ッ ク ２ ２ の 先 端 を 係 止 孔 ８ ０ ａ に 差 し 込 む こ と に よ り 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う  
に 、 壁 面 部 ８ ０ が 高 設 ベ ン チ １ ０ の 側 部 に 吊 り 下 げ て 設 置 さ れ る 。 壁 面 部 ８ ０ は 、 複 数 の  
左 脚 部 １ １ の 間 及 び 複 数 の 右 脚 部 １ ２ の 間 に お い て 、 受 け 皿 ６ ０ の 側 部 ６ ２ か ら 栽 培 槽 ４  
５ の 側 部 ４ ６ に 向 け て 延 在 し 、 栽 培 槽 ４ ５ と 受 け 皿 ６ ０ と の 間 の 培 地 下 空 間 Ｂ を 区 画 す る  
。 送 風 フ ァ ン ２ ０ ０ の 運 転 に 伴 い 通 気 ダ ク ト ７ ０ の 内 部 か ら 外 部 へ と 排 出 さ れ た 空 気 は 、  
そ の 一 部 が 壁 面 部 ８ ０ に 当 た り 、 隙 間 Ｓ １ を 通 っ て 壁 面 部 ８ ０ に 沿 っ て 上 昇 し 、 栽 培 槽 ４  
５ の 側 部 ４ ６ に 案 内 さ れ る 。 な お 、 図 １ の Ａ で 示 す 範 囲 に は 、 説 明 の 便 宜 上 、 壁 面 部 ８ ０  
を 図 示 し て い な い が 、 実 際 に は 壁 面 部 ８ ０ が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 壁 面 部 ８ ０ の 上 端 部 ８ ２ は 、 係 止 孔 ８ ０ ａ が 設 け ら れ た 高  
さ 位 置 を 基 準 と し て 左 右 脚 部 １ １ , １ ２ の 外 側 方 向 へ 向 か う よ う に 傾 斜 し 、 栽 培 槽 ４ ５ の  
側 部 ４ ６ の 近 傍 ま で 延 設 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 栽 培 槽 ４ ５ の 側 部 ４ ６ と 壁 面 部 ８ ０ の  
上 端 部 ８ ２ と の 間 に 、 培 地 下 空 間 Ｂ か ら 空 気 を 排 出 さ せ る た め の 排 出 空 間 Ｓ ２ が 形 成 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 壁 面 部 ８ ０ は 、 ビ ニ ー ル や プ ラ ス チ ッ ク 、 発 泡 ス チ ロ ー ル 等 の 防 水 性 ・ 非 通 気 性 を 備 え  
た 素 材 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 壁 面 部 ８ ０ の 設 置 に よ り 、 高 設 栽 培 装 置 １ ０ ０ の 内 部 （ 培  
地 下 空 間 Ｂ ） の 湿 度 及 び 温 度 の 状 態 は 、 外 部 の 湿 度 及 び 温 度 の 状 態 の 影 響 を 受 け に く く な  
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 壁 面 部 ８ ０ の 内 面 に は 、 不 織 布 や ポ リ エ ス テ ル 等 の よ う な 保 水 性 ・ 吸 水 性 に 優 れ た 素 材  
で 作 ら れ た 内 壁 用 シ ー ト ８ １ が 貼 着 さ れ て い る 。 た だ し 、 内 壁 用 シ ー ト ８ １ の 下 端 部 は 、  
壁 面 部 ８ ０ の 内 面 に 貼 り 付 け ら れ て お ら ず 、 受 け 皿 ６ ０ の 凹 部 ６ １ ま で 延 伸 さ れ て 、 凹 部  
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６ １ 内 部 へ 導 か れ て い る 。 こ の よ う に 内 壁 用 シ ー ト ８ １ の 下 端 部 を 受 け 皿 ６ ０ に 導 く こ と  
に よ り 、 受 け 皿 ６ ０ と 壁 面 部 ８ ０ と の 隙 間 を 内 壁 用 シ ー ト ８ １ で 塞 ぐ こ と が 可 能 に な る と  
共 に 、 内 壁 用 シ ー ト ８ １ に よ っ て 、 受 け 皿 ６ ０ に 貯 留 さ れ た 栽 培 槽 ４ ５ の 余 剰 水 （ 水 ） を  
吸 水 し て 、 壁 面 部 ８ ０ に 導 く こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ５ は 、 栽 培 培 地 ９ ０ に イ チ ゴ が 植 え ら れ た 高 設 栽 培 装 置 １ ０ ０ の 作 用 を 説 明 す る た め  
の 説 明 図 で あ る 。 高 設 栽 培 装 置 １ ０ ０ で は 、 給 水 パ イ プ ３ ０ に よ っ て イ チ ゴ に 散 水 （ 給 水  
、 灌 水 ） が 行 わ れ て お り 、 散 水 さ れ た 水 は 栽 培 培 地 ９ ０ 全 体 に 広 が っ て い く 。 栽 培 槽 ４ ５  
の 下 部 へ 到 達 し た 余 剰 水 は 、 不 織 布 ４ ０ を 透 水 し て シ ー ト 材 ９ ２ へ と 滴 り 落 ち 、 シ ー ト 材  
９ ２ で 吸 収 で き な い 余 剰 水 は 受 け 皿 ６ ０ へ と 滴 り 落 ち る 。 受 け 皿 ６ ０ に 貯 留 さ れ た 余 剰 水  
は 、 内 壁 用 シ ー ト ８ １ に よ っ て 吸 水 さ れ て 壁 面 部 ８ ０ へ と 導 か れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 送 風 フ ァ ン ２ ０ ０ に よ り 送 風 が 行 わ れ る と 、 通 気 ダ ク ト ７ ０ の 通 気 孔 ７ ４ を 通 じ て 、 空  
気 が 内 部 か ら 外 部 へ 排 出 （ 排 気 ） さ れ る 。 シ ー ト 材 ９ ２ お よ び 壁 面 部 ８ ０ の 内 壁 用 シ ー ト  
８ １ に は 、 栽 培 槽 ４ ５ の 余 剰 水 が 含 ま れ て い る た め 、 通 気 ダ ク ト ７ ０ よ り 排 出 （ 排 気 ） さ  
れ た 空 気 が 当 た る こ と に よ り 、 シ ー ト 材 ９ ２ お よ び 内 壁 用 シ ー ト ８ １ に 含 ま れ る 水 が 周 囲  
の 熱 を 奪 っ て 気 化 さ れ る 。 し た が っ て 、 温 度 の 下 が っ た 冷 た い （ 涼 し い ） 空 気 が 、 培 地 下  
空 間 Ｂ に 充 満 さ れ て 、 高 設 栽 培 装 置 １ ０ ０ の 内 部 温 度 が 低 下 す る こ と に な り 、 栽 培 槽 ４ ５  
の 温 度 を 下 げ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 特 に 、 シ ー ト 材 ９ ２ は 、 吸 水 性 、 速 乾 性 お よ び 通 気 性 に 優 れ て お り 、 内 壁 用 シ ー ト ８ １  
は 、 保 水 性 ・ 吸 水 性 に 優 れ て い る た め 、 吸 収 さ れ た 水 は 面 状 に 広 が る こ と に な る 。 通 気 ダ  
ク ト ７ ０ よ り 空 気 が 排 出 （ 排 気 ） さ れ る と 、 そ れ ぞ れ の シ ー ト が 面 全 体 で 空 気 を 受 け る こ  
と に な り 、 面 状 に 広 が っ た 水 は 、 効 率 的 且 つ 迅 速 に 熱 が 奪 わ れ て 気 化 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 さ ら に 、 シ ー ト 材 ９ ２ は 、 高 い 通 気 性 を 備 え る た め 、 通 気 ダ ク ト ７ ０ か ら シ ー ト 材 ９ ２  
の 底 面 に 向 け ら れ た 空 気 は 、 シ ー ト 材 ９ ２ で 気 化 冷 却 さ れ て シ ー ト 材 ９ ２ の 上 面 側 へ 通 過  
し て 、 栽 培 槽 ４ ５ （ 不 織 布 ４ ０ ） の 表 面 （ 下 面 ） に 向 け ら れ る こ と に な る 。 ま た 、 シ ー ト  
材 ９ ２ の 端 部 と 壁 面 部 ８ ０ と の 間 に 隙 間 Ｓ １ が 形 成 さ れ て い る た め 、 シ ー ト 材 ９ ２ で 気 化  
冷 却 さ れ た 空 気 や 、 内 壁 用 シ ー ト ８ １ に よ っ て 気 化 冷 却 さ れ た 空 気 は 、 隙 間 Ｓ １ を 通 っ て  
栽 培 槽 ４ ５ （ 不 織 布 ４ ０ ） の 表 面 （ 下 面 ） に 案 内 さ れ る こ と に な る 。 冷 却 さ れ た 空 気 が 栽  
培 槽 ４ ５ （ 不 織 布 ４ ０ ） の 表 面 （ 下 面 ） に 案 内 さ れ る こ と に よ り 、 栽 培 培 地 ９ ０ の 熱 が 奪  
わ れ る こ と に な り 、 栽 培 槽 ４ ５ の 温 度 を よ り 効 果 的 に 下 げ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ６ は 、 農 業 ハ ウ ス 内 の エ リ ア を 「 気 化 冷 却 あ り 区 画 」 と 「 気 化 冷 却 な し 区 画 」 と の ２  
つ に 分 け 、 「 気 化 冷 却 あ り 区 画 」 に 設 置 さ れ た ２ 台 の 高 設 栽 培 装 置 １ ０ ０ で は 、 給 水 パ イ  
プ ３ ０ か ら 給 水 を 行 い つ つ 送 風 フ ァ ン ２ ０ ０ を 稼 働 さ せ 、 「 気 化 冷 却 な し 区 画 」 に 設 置 さ  
れ た ２ 台 の 高 設 栽 培 装 置 １ ０ ０ で は 、 給 水 パ イ プ ３ ０ か ら 給 水 を 行 い つ つ 送 風 フ ァ ン ２ ０  
０ を 停 止 さ せ て 、 晴 天 ３ 日 間 の そ れ ぞ れ の 高 設 ベ ン チ １ ０ の 地 温 と 農 業 ハ ウ ス の 内 外 の 温  
度 と の 時 間 変 化 を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ６ に 示 す 温 度 は 、 ２ 台 の 高 設 栽 培 装 置 １ ０ ０ に お け る 長 手 方 向 の ３ 箇 所 で 測 定 さ れ た  
栽 培 槽 ４ ５ の 地 温 の 平 均 を 求 め た 値 で あ る 。 図 ６ の 「 気 化 冷 却 あ り 地 温 」 は 、 送 風 フ ァ ン  
２ ０ ０ を 稼 働 さ せ た 場 合 に お け る 栽 培 槽 ４ ５ の 地 温 の 平 均 値 の 変 化 を 示 し た グ ラ フ で あ り  
、 「 気 化 冷 却 な し 地 温 」 は 、 送 風 フ ァ ン ２ ０ ０ を 停 止 さ せ た 場 合 に お け る 栽 培 槽 ４ ５ の 地  
温 の 平 均 値 の 変 化 を 示 し た グ ラ フ で あ る 。 図 ６ に お け る 「 ハ ウ ス 内 」 の グ ラ フ は 、 農 業 ハ  
ウ ス 内 の 温 度 変 化 を 示 し て お り 、 「 ハ ウ ス 外 」 の グ ラ フ は 、 農 業 ハ ウ ス 外 の 温 度 変 化 を 示  
し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ６ を 確 認 す る と 、 農 業 ハ ウ ス の 内 外 の 温 度 に 関 し て は 、 各 日 の 午 後 に 高 く な る 傾 向 が  
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あ り 、 そ れ ぞ れ の 地 温 に 関 し て は 、 各 日 と も １ ５ 時 ～ １ ６ 時 頃 に 温 度 が 高 く な る 傾 向 が あ  
っ た 。 １ ５ 時 ～ １ ６ 時 に お い て 、 「 気 化 冷 却 あ り 地 温 」 と 「 気 化 冷 却 な し 地 温 」 と を 比 較  
す る と 、 「 気 化 冷 却 あ り 地 温 」 の 方 が 「 気 化 冷 却 な し 地 温 」 よ り も 、 平 均 で １ ℃ 程 度 、 地  
温 が 低 く な っ て い る 。 こ の た め 、 送 風 フ ァ ン ２ ０ ０ を 稼 働 さ せ て 気 化 冷 却 を 行 う こ と に よ  
り 、 行 わ な い 場 合 に 比 べ て 、 栽 培 槽 ４ ５ の 温 度 を よ り 下 げ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 ハ ウ ス 内 温 度 が 高 い ほ ど 、 「 気 化 冷 却 あ り 地 温 」 と 「 気 化 冷 却 な し 地 温 」 と の 地  
温 差 が 広 が っ て い る 。 こ の た め 、 ハ ウ ス 内 温 度 が 高 い 時 に 、 送 風 フ ァ ン ２ ０ ０ を 稼 働 さ せ  
て 気 化 冷 却 を 行 う こ と に よ り 、 よ り 効 果 的 に 栽 培 槽 ４ ５ の 温 度 を 下 げ る こ と が で き る 。 さ  
ら に 、 農 業 ハ ウ ス 内 の 温 度 と 、 「 気 化 冷 却 あ り 地 温 」 ま た は 「 気 化 冷 却 な し 地 温 」 と の 温  
度 差 を 調 べ る と 、 農 業 ハ ウ ス 内 の 温 度 と 「 気 化 冷 却 あ り 地 温 」 と の 温 度 差 は 、 農 業 ハ ウ ス  
内 の 温 度 と 「 気 化 冷 却 な し 地 温 」 と の 温 度 差 よ り も 広 い 傾 向 が あ っ た 。 こ の よ う に 、 送 風  
フ ァ ン ２ ０ ０ を 稼 働 し て 「 気 化 冷 却 あ り 地 温 」 の 状 態 で イ チ ゴ の 栽 培 を 行 う こ と に よ り 、  
従 来 よ り も 効 果 的 に 栽 培 槽 ４ ５ の 温 度 を 下 げ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 さ ら に 、 栽 培 槽 ４ ５ の 側 部 ４ ６ と 壁 面 部 ８ ０ の 上 部 と の 間 に 、 培 地 下 空 間 Ｂ か ら 空 気 を  
排 出 さ せ る た め の 排 出 空 間 Ｓ ２ が 形 成 さ れ て い る た め 、 高 設 栽 培 装 置 １ ０ ０ の 内 部 （ 培 地  
下 空 間 Ｂ ） の 冷 た い 空 気 を 、 排 出 空 間 Ｓ ２ を 通 し て 栽 培 槽 ４ ５ の 上 面 側 へ と 排 出 ・ 案 内 す  
る こ と が で き る 。 特 に 、 イ チ ゴ が 生 長 し た 場 合 に は 、 図 ２ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 排 出 空  
間 Ｓ ２ の 出 口 付 近 ま で 、 果 実 や 葉 が 伸 び る 傾 向 が あ る 。 こ の た め 、 排 出 空 間 Ｓ ２ を 通 っ て  
排 出 ・ 案 内 さ れ た 冷 た い 空 気 が 、 果 実 や 葉 に 当 た り や す く な り 、 果 実 等 の 温 度 を 効 果 的 に  
下 げ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 例 示 し た が 、 本 発 明 の 実 施 形 態 は 上 述 し た も の に 限  
ら れ ず 、 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 適 宜 変 更 等 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 述 し た 実 施 の 形 態 で は 、 Ｗ 字 状 の 培 地 保 持 金 具 ５ ０ を 用 い て 、 不 織 布 ４ ０ を Ｗ 字 状 に  
撓 ま せ る 構 成 と し た が 、 培 地 保 持 金 具 ５ ０ の 形 状 は Ｗ 字 以 外 の 形 状 で あ っ て も よ い 。 例 え  
ば 、 Ｕ 字 状 の 培 地 保 持 金 具 を 用 い る こ と に よ り 、 不 織 布 ４ ０ を Ｕ 字 状 に 撓 ま せ て 、 栽 培 槽  
４ ５ の 底 面 形 状 を 逆 ア ー チ 状 に し て も よ い 。 ま た 、 Ｗ 字 形 状 よ り も 山 谷 の 数 が 多 く な る よ  
う に 不 織 布 ４ ０ を 撓 ま せ て 、 栽 培 槽 ４ ５ の 底 面 を 構 成 し て も よ い 。 こ の よ う に 栽 培 槽 ４ ５  
の 底 面 を 構 成 す る こ と に よ り 、 不 織 布 ４ ０ の 表 面 積 を よ り 広 く す る こ と が で き 、 効 果 的 に  
栽 培 槽 ４ ５ の 温 度 を 下 げ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 で は 、 給 水 パ イ プ ３ ０ に よ っ て 散 水 （ 灌 水 ） さ れ た 水 の 余 剰  
水 が 、 シ ー ト 材 ９ ２ に よ っ て 吸 水 さ れ 、 あ る い は 、 受 け 皿 ６ ０ に 貯 留 さ れ る 場 合 に つ い て  
説 明 し た 。 し か し な が ら 、 余 剰 水 が 出 な い よ う に 散 水 量 （ 灌 水 量 ） を 管 理 す る 場 合 に は 、  
シ ー ト 材 ９ ２ や 受 け 皿 ６ ０ に 対 し て 水 を 供 給 す る た め の 給 水 手 段 を 、 給 水 パ イ プ ３ ０ と 別  
に 設 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 さ ら に 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 で は 、 栽 培 槽 ４ ５ に お け る 余 剰 水 を 、 シ ー ト 材 ９ ２ で 吸 水  
す る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 余 剰 水 が 多 い 場 合 に は シ ー ト 材 ９ ２ だ け で 十 分 に 吸 水 で き  
な い 場 合 も あ る 。 こ の た め 、 栽 培 槽 ４ ５ の 下 面 と シ ー ト 材 ９ ２ と の 間 に 、 空 気 が 通 る （ 空  
気 が 抜 け る ） だ け の 十 分 な 空 間 を 確 保 す る こ と が 可 能 な 場 合 に は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 こ  
の 空 間 に 樋 部 材 ９ ６ を 設 置 し て も よ い 。 樋 部 材 ９ ６ を 設 け て 、 栽 培 槽 ４ ５ の 余 剰 水 を 貯 留  
・ 排 出 す る こ と に よ り 、 シ ー ト 材 ９ ２ で 吸 収 で き な い 程 の 余 剰 水 が 漏 水 （ 透 水 ） す る 場 合  
で あ っ て も 、 シ ー ト 材 ９ ２ の 吸 水 状 況 を 好 適 に す る こ と が で き 、 栽 培 槽 ４ ５ の 温 度 を よ り  
効 果 的 に 下 げ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 で は 、 栽 培 槽 ４ ５ で イ チ ゴ を 栽 培 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た  
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が 、 本 発 明 に 係 る 高 設 栽 培 装 置 で 栽 培 さ れ る 植 物 は 、 イ チ ゴ に 限 定 さ れ な い 。 低 温 環 境 に  
お い て 高 設 栽 培 に 適 し た 植 物 で あ れ ば 、 イ チ ゴ 以 外 の 他 の 植 物 を 用 い て 栽 培 す る こ と も 可  
能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
１ ０   高 設 ベ ン チ
１ １ , １ １ ａ , １ １ ｂ , １ １ ｃ , １ １ ｚ , １ ２ , １ ２ ａ , １ ２ ｂ , １ ２ ｃ , １ ２ ｚ   脚 部
１ ３ , １ ３ ａ , １ ３ ｂ   第 一 縦 桟
１ ４ , １ ４ ａ , １ ４ ｂ   第 二 縦 桟
１ ５ , １ ５ ａ , １ ５ ｂ , １ ５ ｃ   第 一 横 縦 桟
１ ６ , １ ６ ａ , １ ６ ｂ , １ ６ ｃ   第 二 横 縦 桟
１ ７   端 部 横 桟
１ ８ , １ ８ ａ , １ ８ ｂ , １ ８ ｃ , １ ８ ｄ   Ｌ Ｅ Ｄ 支 持 部
１ ９   Ｌ Ｅ Ｄ 電 灯
２ ０   中 央 横 桟
２ １   基 台 部
２ ２   Ｓ 字 フ ッ ク
３ ０   給 水 パ イ プ
４ ０   不 織 布 （ 透 水 シ ー ト ）
４ ５   栽 培 槽
４ ６   （ 栽 培 槽 の ） 側 部
５ ０   培 地 保 持 金 具
６ ０   受 け 皿
６ １   （ 受 け 皿 の ） 凹 部
６ ２   （ 受 け 皿 の ） 側 部
７ ０   通 気 ダ ク ト
７ ２   （ 通 気 ダ ク ト の ） 一 端
７ ４   通 気 孔
７ ６   （ 通 気 ダ ク ト の ） 他 端
８ ０   壁 面 部
８ ０ ａ   （ 壁 面 部 の ） 係 止 孔
８ １   内 壁 用 シ ー ト （ 保 水 シ ー ト ）
９ ０   栽 培 培 地
９ ２   シ ー ト 材
９ ６   樋 部 材
１ ０ ０   高 設 栽 培 装 置
２ ０ ０   送 風 フ ァ ン （ 送 風 手 段 ）
Ｂ   培 地 下 空 間
Ｓ １   隙 間
Ｓ ２   排 出 空 間
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】



10

20

30

40

50

JP 2025-35668 A 2025.3.14(10)

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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